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〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
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     【４ページ拡大版】 
■知事への質問実績 
■実現力と対話継続 
■２月一般質問詳報 

県政推進      対話、提案、実現！ 

２月定例会本会議でも知事に質問・提案＝２０１５年２月１７日 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 田辺かずき 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 
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連
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回
目
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本
会
議
質
問 

県
議
に
と
っ
て
、
県
政

課
題
を
解
決
に
導
き
、

暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
の
最
も
重
要

な
活
動
は
、
本
会
議
や

委
員
会
で
の
知
事
ら
に

対
す
る
質
問
・
提
案
。

最
後
ま
で
こ
の
姿
勢
を

貫
き
ま
し
た
。 

□
民
主
主
義
の 
 
 

 
 

 

サ
イ
ク
ル 

  

県
議
に
就
任
し
た
２

０
１
１
年
か
ら
、
古
賀

市
内
各
地
を
回
る
対
話

集
会
を
続
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

を
巡
り
、
地
元
の
皆
さ

ん
と
の
「
対
話
」
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
見
え
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
全
て
の

定
例
会
本
会
議
で
質
問

に
立
ち
、
知
事
ら
へ
の 

「
提
案
」
を
続
け
て
き 

ま
し
た
。
そ
し
て
、
提

案
を
実
ら
せ
、
政
策
を

「
実
現
」
し
て
き
ま
し

た
。 

□
県
政
全
般
を 

 
       

テ
ー
マ
に 

  

２
０
１
４
年
度
も
多

様
な
テ
ー
マ
を
提
起
し

ま
し
た
。
高
齢
社
会
に

対
応
で
き
る
地
域
医

療
・
介
護
体
制
の
整
備

や
子
育
て
支
援
、
地
域

防
災
力
の
強
化
、
福

岡
・
北
九
州
両
空
港
の

一
体
的
運
営
の
推
進
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
常
任
委
員

会
で
は
商
工
政
策
の
充

実
に
努
め
、
農
業
振
興

を
図
る
た
め
に
所
属
会

派
と
し
て
古
賀
市
を
視

察
。
さ
ら
に
議
会
改
革

も
進
め
ま
し
た
。
私
の

提
案
が
実
り
、
今
年
４

月
の
県
議
選
に
お
け
る 

□
「手
元
に
あ
る
政
治
」 

  

そ
し
て
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
県
政
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

「
発
信
」
に
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

対
話
集
会
や
地
域
回
り

に
加
え
、
こ
の
県
政
報

告
書
の
発
行
や
公
式
Ｈ

Ｐ
、
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も

そ
の
一
環
で
す
。
今
後

さ
ら
に
活
動
を
強
化
し
、

総
合
的
に
政
治
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

…２ 
…３ 
…４ 

～ 

市内各地で対話集会を開催 
＝２０１５年１月２８日、千鳥南区 

 

福
岡
県
議
会
議
員
１
期
目

と
し
て
最
後
と
な
る
２
月
定

例
会
（
２
月
９
日
～
24

日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
４
年
間
の
総
仕
上
げ
と

し
て
連
続
16
回
目
と
な
る
本

会
議
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

16 

「
選
挙
公
報
」
の
発
行 

が
初
め
て
実
現
し
ま
す
。 



>>> 16 59 
（本会議質問、予算・決算両特別委員会の合計） 

回連続 テーマ 

＜ 田辺かずき 県議１期目の実績 ＞ 

 私は２０１１年４月の県議就任以来の４年間、全ての
定例会本会議で質問に立ち、知事らと議論してきた数少
ない議員の一人です。 
 福岡県議会と知事・行政は、ともに県政を動かす「車
の両輪」。県議は県民の皆さんの「暮らしの現場の課題
」について、県議会の定例会本会議や委員会の場で、 

提
案
す
る
力 

質問する力 
４年間、全ての本会議で知事と議論！ 

 知事らに質問・提案し、解決を促すとともに、既に取
り組まれている政策が適切かどうか、チェックしなけれ
ばなりません。 
 議会改革でも、私の提案から大きな前進が図られまし
た。２０１５年４月の県議選から「選挙公報」を県民の
皆さんに配布します。加えて、議員提案の政策条例を作
ったことも県議会全体のこの４年間の成果と言えます。 

質問議会 内容 分野   質問議会 内容 分野 

2011年6月 大規模災害時の広域避難・集団避難の体制整備 防災・減災   決算特別委 原子力災害時の広域避難の受け入れ体制 防災・減災 

同 首都機能移転論と道州制 総合政策   同 食育の推進と県産農産物の消費拡大 食の安全・地産地消 

予算特別委 「家電の無料回収所」対策 廃棄物対策   同 少子化対策のあり方（出会い応援事業の批判・検証） 子育て支援 

同 若年層の就業、所得対策 労働政策   同 主要地方道・筑紫野古賀線の整備促進 道路建設 

同 「古賀警察署」の新規設置 警察・治安   同 子どもの体力向上策（スポコン広場の検証） 義務教育 

同 国際戦略総合特区の展望と課題 経済・商工政策   2013年12月 地域公共交通の将来像（デマンド型交通の導入促進） 広域地域振興・交通政策 

2011年9月 地域共生型介護の普及（宅老所支援） 医療・介護、高齢者支援   同 文化財行政における市町村支援（船原古墳） 文化財保護 

同 実効性ある防災教育 防災・減災   2014年2月 保健師の活動の促進 医療・介護、高齢者支援 

2011年12月 生活保護のあり方と障がいの早期発見 保護・援護、障がい者福祉   同 若手農業者の支援策 農業振興 

同 ミカン農家の現状と果樹振興策 農業・園芸振興   予算特別委 地域防災力強化のための実効性ある備蓄の促進 防災・減災 

2012年2月 応急仮設住宅の指針（ガイドライン）策定 防災・減災   同 男性の家事・育児参加の促進と企業風土の変革 男女共同参画 

同 宅老所支援費 医療・介護、高齢者支援   同 経営革新に取り組む中小企業の支援 中小企業振興 

予算特別委 住民の防災意識向上策と防災教育の所管 防災・減災   同 「新法解剖」の意義と実施状況 警察・治安 

同 買物難民（買物弱者）対策 高齢者支援   2014年6月 在宅ホスピスの推進 医療・介護 

同 中小企業のアジア展開支援 中小企業振興   同 感染症指定医療機関の指定 医療 

2012年6月 新たな教育施策と家庭、地域の教育力向上 義務教育、社会教育   同 救急医療体制の整備（救命救急センターの指定） 医療 

2012年9月 子どもの「ネット依存」対策 青少年健全育成   同 2019年ラグビーワールドカップの試合会場誘致 スポーツ振興 

同 「貧困の連鎖」を防ぐ支援強化策 保護・援護   2014年9月 防災拠点となる公共施設等の耐震化 防災・減災 

2012年12月 災害時要援護者避難支援の個別計画策定促進 防災・減災   同 指定緊急避難場所の指定状況と周知のあり方 防災・減災 

2013年2月 農商工連携・6次産業化による農業振興 農業・園芸振興   同 主権者教育の推進 高校教育・政治参加 

同 福岡県の観光戦略 観光振興   2014年12月 2014年度の税収見通しと財政改革推進プラン 財政・税務 

予算特別委 地域における在宅医療体制の整備 医療・介護   同 福岡・北九州両空港の一体的運営ビジョン 空港対策 

同 男女がともに能力を発揮できる社会づくり 男女共同参画   同 原子力災害広域避難計画 原発防災 

同 応急仮設住宅の指針の策定状況 防災・減災   同 産業廃棄物行政の推進 廃棄物対策 

2013年6月 地域防災体制の強化（帰宅困難者、南海トラフ等） 防災・減災   
同 

男女がともに働きやすい社会づくり 
男女共同参画 

同 地球温暖化対策推進の次期計画 環境保全   （男性の育休取得促進等） 

2013年9月 子どもの遊びの実態とその改善策 青少年健全育成   同 35人以下学級の維持・拡大 義務教育 

同 子ども会育成会と青少年アンビシャス運動の活性化 青少年健全育成   同 小中学校の統廃合 義務教育 

同 学校と家庭、地域の連携による子どもの体力向上 義務教育、社会教育   同 性暴力被害者支援の拡充と性犯罪の抑止 警察・治安 

2015年2月 健康寿命延伸と介護・医療費の削減 医療・介護 

同 臨時財政対策債の償還 財政 



 これまでの福岡県議会議員選挙では、住民の皆さんが候補者の政見
や経歴などを知るための「選挙公報」が発行されないという全国的に
も特異な状況が続いていました。２０１４年秋、私から所属会派の会
議で「発行すべき」と提案。県議会全体の同意を得て、同年１２月定
例会で発行のための議員提案条例を可決しました。１５年４月の県議
選から発行・配布されます。 
 また、１４年度は社会問題化している危険ドラッグの規制条例を全
国で初めて議員提案で制定。これは福岡県議会として１２年度の飲酒
運転撲滅条例に続く議員提案の政策条例であり、議会改革の一環です。 

 福岡県は２０１４年７月１日、地元・古賀市の国立病院機
構・福岡東医療センターの体制を強化。重篤な患者を受け入
れる「救命救急センター」と重大な感染症の発生に備える
「感染症指定医療機関」に指定しました。これにより、古賀
市のみならず本県の医療体制が大きく前進することになりま
した。 
 また、１１年９月定例会における田辺から知事への提案が
実り、県独自の新たな介護政策が実現した「宅老所支援」は
１４年度も継続しました。 

【議会改革－選挙公報発行へ】 

 農林水産業は日本の根幹であり、持続的発展を図らなければなりませ
ん。この４年間、古賀の農業現場の実情を聞かせていただき、若手農業
者支援や果樹振興策、農商工連携・６次産業化の促進、食育と県産農産
物の消費拡大などを提起してきました。２０１４年度は県議会の所属会
派として、古賀市の現場も視察。ＪＡ粕屋青年部を中心とした「スイー
ツコーン」の特産品化やニューヒーロー「ヨメニコーン改」を生んだ取
り組みや、デコポンの生産現場における現状と課題を聞き取りました。 

【農業振興 ― 若手の支援】 

 混雑が常態化している福岡空港の対策として、滑走路の増
設だけでなく、北九州空港との一体的運営を進めるよう所属
会派として知事に提言しました。これを踏まえ、知事は両空
港の役割分担と相互補完についての新たなビジョンを明らか
にしています。さらに福岡空港の民営化問題とあわせ、私も
２０１４年１２月定例会・代表質問で議論しました。 
 観光・スポーツ振興と青少年健全育成の観点から２０１９
年に日本で開催されるラグビーワールドカップの試合会場を
福岡に誘致する取り組みを進めました。２０１４年６月定例
会・一般質問で課題を含めて知事に提起。なお、２０１５年
３月２日、福岡市の東平尾公園博多の森球技場（レベルファ
イブスタジアム）が試合会場のひとつに決定しました。 

【経済・観光、ラグビーＷ杯】 

 筑紫野古賀線は２０１４年３月３０日、古賀市青柳地内のグリーン
パーク入口交差点から北筑昇華苑入口交差点までの「古賀２工区」
（９００メートル）が完成し、４車線になりました。また１４年度は、
新たに千鳥南区交差点や福岡東医療センター南門、天理教西海大教会
付近に１１基の道路照明を設置しました。これは地元の皆さんからの
ご要望を受けたものです。 
 長年の懸案である都市計画道路・中川熊鶴線（久保区内）の整備も
前進。国道３号線までの未整備区間について片側１車線の計２車線、
全体の幅員は16メートルにするための事業を進めています。 

【道路、交通安全施設の整備】 

【医療・介護体制の充実】 

 東日本大震災の教訓から、「私たちの命を守る」ための地域防災力
の強化は喫緊の課題です。福岡県として２０１４年度も古賀市でモデ
ル事業を展開。特に、自力避難が困難な高齢者ら災害時要援護者避難
支援の個別計画策定に関しては、１２年度から３年連続、計６行政区
でモデル事業に取り組むことができました。１４年度は花見東１区と
高田区、１３年度は古賀東区と新原区、１２年度は花鶴丘３丁目区と
古賀団地区。各地で成果が上がっています。 

【地域防災力の強化】 

実現する力 

対話する力 
 政治で最も大切なの
は、住民の皆さんとの
「対話」。政治家とし
てこの信念を貫きます
。さまざまな現場で多
くの「声」を聞き、社
会の課題を把握し、解
決につなげる。原点を 

記）、Facebook、
Twitterを使い、連日報
告しています。いずれも
活動の意義が伝わるよう
、分かりやすい記述に努
めていますので、ぜひご
参照ください。 

発信する力 忘れず、活動を続けています。 
 古賀市内全域の公民館・集会所を回り、県政報告
と意見交換を行う対話集会。この４年間で開催は８
０回を超えました。集会では多くの地域課題をいた
だき、活動に生かしています。これに加え、さまざ
まな企業・団体さんの会合、サークル活動、 

 政治を身近に感じてもらうため、「発信」を重視して
きました。１～２カ月に１回のペースで県政報告を発行
し、郵送や新聞折り込みを実施。さらに、朝の古賀駅、
千鳥駅、ししぶ駅に立ち、配布しています。日々の政治
活動の詳細はインターネットの公式HPやブログ（活動日 お茶会などにもお招

きいただき、県政報
告をしています。ま
た、夏祭りや運動会
、もちつきなどの地
域行事、各種イベン
トを全力で回らせて
いただいています。 



介護費８１４億円削減   福岡県試算 
２月議会 

一般質問 
 

福
岡
県
議
会
２
月
定
例
会
で
、

私
は
連
続
16
回
目
と
な
る
本
会

議
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。
県
議

就
任
以
来
、
地
元
・
古
賀
市
の

皆
さ
ん
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
の

「
対
話
」
か
ら
生
活
現
場
の
課

題
を
見
出
し
、
議
会
の
場
で
質

問
・
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
最

も
重
要
な
責
務
と
考
え
、
全
て

の
定
例
会
で
本
会
議
に
立
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
１
期
目
の

任
期
と
し
て
は
最
後
の
本
会
議

質
問
。
テ
ー
マ
は
「
健
康
寿
命

の
延
伸
と
介
護
・
医
療
費
の
削

減
」
と
「
臨
時
財
政
対
策
債
の

償
還
」
で
す
。 

 

高
齢
社
会
が
到
来
し
、
人
口

減
少
も
進
行
し
て
い
く
中
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
健
康
に
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
、
健
康
寿
命
を

延
伸
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
家

的
課
題
と
い
え
ま
す
。 

 

 

健
康
寿
命
は
、
日
常
生
活
に

制
限
の
な
い
期
間
と
定
義
さ
れ

ま
す
。
当
然
の
話
で
す
が
、
平

均
寿
命
が
長
く
な
り
、
健
康
寿

命
と
の
差
が
開
い
て
い
く
と
、

介
護
や
医
療
に
か
か
る
費
用
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
逆
に
差
を

縮
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

社
会
保
障
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、

国
家
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

国
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る

目
標
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
日

本
21
（
第
２
次
）
」
の
資
料
に

よ
る
と
、
２
０
１
０
年
で
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
男

性
が
９
・
13
年
、
女
性
が
12
・

68
年
。
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け

、
「
平
均
寿
命
の
増
加
分
を
上

回
る
健
康
寿
命
の
増
加
」
を
目

標
と
し
て
設
定
。
こ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
厚
生
労
働
省

の
研
究
班
が
調
査
を
進
め
、
健

康
寿
命
の
延
伸
が
実
現
で
き
れ

ば
10
年
間
で
２
兆
～
５
兆
円
の

介
護
・
医
療
費
を
削
減
で
き
る

と
い
う
推
計
を
ま
と
め
ま
し
た

。
そ
こ
で
、
私
か
ら
福
岡
県
と

し
て
の
試
算
を
出
す
よ
う
に
求

め
、
知
事
か
ら
「
介
護
費
の
削

減
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
研
究

の
計
算
方
法
を
本
県
に
当
て
は

め
て
試
算
す
る
と
、
10
年
間
の

累
計
で
８
１
４
億
円
と
な
る
。

１
年
当
た
り
約
81
億
円
で
あ
り

、
本
県
の
平
成
24
年
度
（
２
０

１
２
年
度
）
の
介
護
給
付
費 

福岡県議会・新社会推進商工委員会 
同・防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会 
同・スポーツ議員連盟幹事 
全国青年都道府県議会議員の会（福岡県世話人） 
民主党県政クラブ・県議団（政策審議会企画委員） 
民主党青年委員会事務局次長 

２月定例会で小川知事（前列左から３人目）と議論 
＝２０１５年２月１７日 

３
３
０
０
億
円
の
２
・
５
％
と

な
る
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た 

 

こ
れ
を
受
け
、
私
か
ら
は
「

こ
う
し
た
数
字
は
、
県
民
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り

・
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

く
う
え
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

と
な
り
、
県
政
運
営
上
も
政
策

推
進
の
目
安
に
な
る
。
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
の
分
野
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
現
場
に

最
も
近
い
市
町
村
に
お
け
る
取

り
組
み
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

今
回
の
よ
う
な
試
算
を
出
す
こ

と
で
、
政
策
展
開
の
参
考
と
す

る
よ
う
な
姿
勢
を
県
内
市
町
村

と
も
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
県

全
体
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

望
し
ま
し
た
。 

   

国
か
ら
都
道
府
県
・
市
町
村

に
は
地
方
交
付
税
が
配
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
財

政
悪
化
に
よ
り
、
地
方
交
付
税

の
財
源
不
足
分
に
つ
い
て
２
０

０
１
年
度
か
ら
地
方
自
治
体
に

地
方
債
と
し
て
の
「
臨
時
財
政

対
策
債
」
を
立
て
て
も
ら
う
仕

組
み
を
採
用
。
い
っ
た
ん
自
治

体
が
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
、
返
済
資
金
は
国
が
全
額

負
担
し
て
地
方
交
付
税
と
し
て

地
方
に
配
分
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
関
し
、
福
岡
県
に
お

い
て
、
地
方
交
付
税
で
算
入
さ

れ
た
額
と
、
実
際
に
返
済
の
た

め
に
積
み
立
て
た
額
に
差
額
が

生
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
緒

方
林
太
郎
衆
議
院
議
員
（
福
岡

９
区
）
の
質
問
主
意
書
に
対
し

て
出
さ
れ
た
政
府
答
弁
を
示
し

な
が
ら
、
知
事
に
説
明
を
求
め 

   

□
財
政
問
題
で
知
事
と
議
論 

ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
01
年
度
か
ら
13
年

度
ま
で
の
返
済
総
額
は
１
５
０

４
億
円
、
こ
れ
に
対
す
る
交
付

税
算
入
額
は
１
８
９
９
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
３
９
５
億
円
の

差
が
生
じ
て
い
る
」
と
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
、
こ
の
差
の
理

由
に
つ
い
て
「
本
県
に
お
い
て

は
、
金
利
の
動
向
に
加
え
市
場

に
お
け
る
福
岡
県
債
の
評
価
や

投
資
家
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え

た
う
え
で
、
最
も
有
利
と
考
え

ら
れ
る
借
り
入
れ
を
行
っ
た
結

果
、
１
年
当
た
り
の
返
済
額
が

20
年
返
済
よ
り
も
小
さ
く
な
る

30
年
返
済
の
割
合
が
、
交
付
税

の
算
定
上
用
い
ら
れ
る
全
国
一

律
の
基
準
（※

５
対
５
）
よ
り

も
高
い
（※

２
対
８
）
た
め
、

実
際
の
返
済
額
が
交
付
税
の
配

分
額
を
下
回
っ
て
お
り
、
結
果

と
し
て
差
額
が
生
じ
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。 

 
 

さ
ら
に
今
後
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
質
し
、
知
事
は
「
差
額

が
生
じ
て
い
る
が
、
県
債
の
返

済
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
は

返
済
計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
度

、
計
画
的
に
減
債
基
金
に
積
み

立
て
て
お
り
、
適
切
な
財
政 

 
 

で
あ
り
、
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
の

格
付
け
で
も
福
岡
県
債
の
評
価

は
日
本
国
債
と
同
じ
シ
ン
グ
ル

エ
ー
ワ
ン
（
Ａ
１
）
と
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
返
済
計
画
に

基
づ
き
、
20
年
返
済
の
も
の
、

30
年
返
済
の
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
返
済
に
必
要
な
額
を
確
実
に

積
み
立
て
て
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

    

福
岡
県
議
会
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
質
問
の

録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す

。
田
辺
が
１
期
目
の
４
年
間
で

行
っ
た
16
回
の
質
問
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
参
照

く
だ
さ
い
。 

◎
全
定
例
会
で
の
本
会
議
質
問
を 

 
 

見
ら
れ
ま
す 

http://www.gikai.pref 
.fukuoka.lg.jp/ 
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運
営
を
行
っ
て
い

る
」
と
明
言
。 

「
県
債
返
済
の
た

め
の
確
実
な
積
み

立
て
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
実
行

、
先
端
成
長
産
業

の
育
成
を
は
じ
め

と
し
た
先
進
的
な

取
り
組
み
に
対
し

、
投
資
家
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
こ
ろ 

。 


